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Ⅰ．論文の内容の要旨 

（１）論文の構成 

序論  

第 1 章 家族と系譜の夢想  第 1 節 受胎の主題をめぐって 

第 2 節 監獄の中の家族 

第 3 節 怪物と植物の系譜  

第 2 章 「男らしさ」の構築  第 1 節 黒人の「男らしさ」 

第 2 節 欠損した身体の「男らしさ」  

第 3 節 金髪男性の「男らしさ」  

第 3 章 母親のいない世界  第 1 節 語りの主体をめぐって 

第 2 節 ジャンヌ・ダルク  

第 3 節 部屋を持つ女  

結論 共同体を夢見ること  

参考文献一覧  

 

（２）論文の内容要旨 

20 世紀フランスの作家ジャン・ジュネ(Jean Genet, 1910-1986)の初期小説における「同

性愛」の主題にジェンダーとナラトロジーの観点からアプローチした研究である。 

序論では、自伝的小説と従来見なされてきたジュネの小説を、現実には存在しない想像上

の同性愛者共同体の物語として読み解くという方針が提示される。第 1 章では一人称の語

り手による『花のノートルダム』と『薔薇の奇跡』が扱われる。生殖、受胎、系譜などが、

通常の異性愛的発想から別方向に転換されることで、幻想の男性共同体が成立することが、

植物的生殖や怪物、また「無原罪のお宿り」などキリスト教の例を通して示される。 

第 2 章では、異性愛的世界観とは異なる、男性共同体における想像的秩序としての「男ら

しさ」が、黒人、欠損した身体、金髪男性に対するジュネのこだわりの具体的な例を通し

て分析される。また、ジュネが用いた当時の新聞記事などの実証的調査によって、作者が

自らの意図に合わせて人物の特徴を変更して造形する過程が精緻に検証される。 

第 3 章では、三人称の叙述が主となる『ブレストのクレル』と『葬儀』における視点の特

異性が説話論的観点から分析される。とりわけ、ヒトラー、ジャンヌ・ダルクといった形

象に付与された作者の意図が、男性共同体のあり方との関係で分析される。 

以上、３章９節の考察を通して、従来の研究では検討が十分に行われてきたとは言い難い

ジュネ作品における同性愛のフィクション性がもつ意味が明らかにされるとともに、独自

の語りの構造についても多くの示唆的な読解が提案された。 
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Ⅱ．論文審査の結果の要旨 

 

（１）論文の特徴 

本論文は、ジュネの小説を事実に即した自伝的小説ではなく、作者が夢見る想像上の共同

体を描いたファンタジーであるとする大胆な仮説から出発し、従来の研究において自明と

思われてきた「同性愛」の主題の意味を読み直し、その機能を多角的に検討するものであ

る。サルトルの『聖ジュネ』以来、ジュネ作品における「同性愛」の位置づけは常に問わ

れ、分析の対象となってきた。中田氏の論文は多数の先行研究はもとより、近年のジェン

ダー研究も踏まえて、この問題構成にテキスト分析と実証研究の両面から取り組み、新た

な光を投げかけるものである。例えば、一見自明に見える「家族」という言葉であっても、

ジュネにおいてはそれが彼独自の理想の同性愛共同体の中で特殊な意味を持つがゆえに、

それを通常の家族観で読んでしまうと、意味が読み取れなくなることをこの論文は見事に

浮かび上がらせる。また、当時の新聞記事なども丹念に調査し、自らの理想の同性愛共同

体を描くために、ジュネが事実をいかに虚構化したかについても具体的に明らかにしてい

る。作品の細部に着目し、「無原罪のお宿り」などキリスト教的なテーマがジュネによって

自由に改変されて使用されたことなど新たな発見も少なくない。 

以上のことから、本論文はジュネ研究としてだけでなく、20 世紀フランス文学におけるジ

ェンダー研究においても新たな読解の可能性を示唆する重要な試みと言える。 

 

（２）論文の評価 

中田氏の論文はジュネにおける「同性愛」という最も中心的で、これまでも多角的に研究

されている主題に真正面から取り組み、それに新たな照明を与えた労作である。とりわけ、

テクストの細部に現れる言葉や小道具に着目し、そこを出発点として従来の読解とは異な

る新たな読みを提示する手つきには鮮やかなものがあり、文学研究の醍醐味を感じさせる。

また、従来は伝記的な事実に依拠して考察されてきた「母」の問題をより広い人類学的な

視点から読み解く試みもダイナミックなものであり、示唆的である。現地での調査なども

含め、実証的なアプローチによる新たな発見についても高く評価できる。 

その一方で、具体的な読解を抽象的な観念として包摂する作業については十分とは言い難

く、折角の分析が説得的な論証にまで高められていない部分もあることは残念である。ま

た、各節の分析はきわめて精緻であるが、主題の独立性が高いために、論文を通して首尾

一貫した主張となりきれていない部分があることも審査委員から指摘された。とはいえ、

ジュネの「同性愛」という主題に対して明確で新たなヴィジョンを提示したことは間違い

がなく、今後の発展が大いに期待できる論文である点で審査委員の意見は一致した。 

ジュネの初期小説を総覧して、そこに通底する主題を抉出する本論文は、近年稀にみる意

欲的かつ本格的な論考であり、その成果は高い学術性を備えている。 


